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仙台市教育委員会

保護者の皆様 令和２年度版

特別な配慮を

必要
とする子どもたち

　落ち着きがない，友達とうまく遊べない，会話になりにくい，かんしゃくをよく起こすなど，「困った子」として周囲
の人たちから見られてしまう子どもたちがいます。このような子どもの行動の背景には，「発達障害」が関係してい
る場合があります。
　発達障害は周囲からはなかなか気づかれにくく，子ども本人の努力不足，保護者の育て方，家庭でのしつけの悪
さなどが原因だと誤解されることもあります。適切な配慮や支援がないままだと，子どもの心は傷つき，さらに解決
が難しい問題(二次障害)へと発展してしまうことがあります。周囲の大人の正しい理解と適切な対応があれば，障
害の有無にかかわらず，全ての子どもが輝ける社会を築くことができます。　
　このリーフレットは，ご家族や保護者の皆さんが発達障害を正しく理解し，適切な配慮や支援をする際の手がか
りとして活用していただくために作成したものです。

１ 学校への相談
　まずは，学級担任の先生や教頭先生に相談
してみましょう。また，全ての仙台市立幼稚園・
学校にいる特別支援教育コーディネーターと
呼ばれる先生に相談することもできます。

２ 関係機関との相談

個別の教育支援計画とは　　学校が関係機関（医療，保健，福祉，労働等の業務を行う機関）との連携のもとに行う，
長期的支援のための計画です。

個別の指導計画とは　　子どもに応じた指導目標や指導内容・方法を示し，きめ細かに指導するための計画で
す。学年や学期，単元等ごとに作られ，日々の指導や支援に活用されます。

　通常の学級に在籍し，知的な発達が標準範囲の子どもの中で，SＬＤ，ＡＤＨＤ，ASDのために，学習や生活面で課題を
抱えている子どもが対象です。障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な知識，技能，態度及
び習慣を養うことを目指します。仙台市立小中学校合わせて１７校にあります（令和２年３月現在）。

●通常の学級での合理的配慮の提供　

●個別の教育支援計画の作成・活用　　●個別の指導計画の作成・活用

●はぐくみ教室（LDやADHD等を対象とした通級指導教室）

相談してみましょう。
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　発達の課題やその傾向による困難のある子どもに対して，子どもの指導・支援に関わる学級担任が，学校での集団
生活の中で，個別に必要な配慮や支援を行います。
合理的配慮とは　　障害のある子どもが，他の子どもと平等に教育を受ける権利を享有・行使することを確保するために，学校

の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うことであり，障害のある子どもに対し，その状況に応
じて，学校教育を受ける場合に個別に必要とされるものです。

（「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進（報告）」平成24年7月　中央教育審議会初等中等教育分科会）

相談の輪

　仙台市内には学校の他にも相談できる場所が様々あります。子どもを中心に置
いて，関係機関と相談しながら進めていくこともとても大切です。

どこで，どんな相談ができるの？

各区役所
（障害高齢課）

病院等

アーチル（仙台市発達相談支援センター）…様々な障害に関する相談支援，療育手帳の判定を行っています。　 北部：375-0110  南部：247-3801
ここねっと（仙台市自閉症相談センター）…発達障害（自閉症を含む）であるご本人，またはそのご家族の相談支援等を行っています。　Tel：２２３-１１１２
各区役所の障害高齢課障害者支援係…各種福祉手当や療育手帳，身体障害者手帳，精神障害者福祉手帳等に関する相談及び申請ができ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。また，放課後等デイサービスの利用手続きも行っています。
親子こころの相談室（児童相談所内）…家庭や学校での子どもの行動面での心配，育児の不安等に関する相談ができます。    Tel：２１９-５２２０
子供相談支援センター…子どもが学校や家庭，地域の中で悩みを抱えたときに相談ができます。子育てに関する相談もできます。    Tel：２１４-８６０２
適応指導センター「児遊の杜」…不登校やひきこもり傾向にある子どもに関する相談ができます。 　　　　　　　　　  Tel：７７３-４１５０
教育委員会（特別支援教育課）…就学支援に関する相談や転入学に関する事務手続き等の相談ができます。                 Tel：２１４-８８７９



発達障害とは

　子どもたちが出しているサインに早く気づいて，温かく支援していくことが大切です。
何度注意しても同じ失敗やトラブルを起こしているなど，子どもたちはたくさんのサイン

●発達障害とは，SLD(限局性学習症)，ADHD(注意欠如・多動症)，ASD(自閉スペクトラム症)，この他これに類
する障害をさします。

●発達障害の原因は，脳の機能の一部がうまく働かないことであると考えられ，しつけや生活環境などの影響に
よるものではありません。

※上記に記載した障害名は，アメリカ精神医学会の診断と統計マニュアル「DSM-Ⅳ」を参照しています。

生活の場面で
●身の回りの整理整頓がうまく

できない。
●日々の活動を忘れたり，
　物をなくしたりする。
●すぐにカッとなり，
　イライラしてしまう。

友達との関わり
集団活動の場面で
●友達のそばにはいるが，一人で

遊んでいる。
●ルールや約束を気にとめない。
●思い通りにならないと，
　すぐに手が出てしまう。

学習の場面で
●行を抜かして読んだり，文字を

書き写せなかったりする。
●学習の準備や後片付け

にとても時間がかかる。
●落ち着いて座っていられ

ない。

「特別な配慮が必要な子どもたち」に理解と支援を！
　「知的発達に遅れはないものの，学習面や行動面で著しい困難がある児童生徒」の割合が，約
6.5％，つまり１学級に２～３人はいるだろうと報告されています(※1)。
　こうした子どもたちを理解し，生涯にわたって適切に支援を継続していくことが，学校はもちろん
のこと，地域社会においても求められています。
※１ 文部科学省「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に

　関する調査」(平成24年12月)

　周りから理解されないまま，非難されたり，叱られたりし続けると，
さらに別な課題が生じることも出てきます（二次障害）。
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●自信喪失

●不安の増大

●人間不信

●否定的な世界観

●からかい

●いじめ

●孤立
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●ひきこもり

●非行　暴力

●就労困難
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人への信頼
自己肯定

安心　安定
自信　意欲

まず保護者は… そして，周りの人たちは…
①本人の苦手さに気づくことが大切です。
　　本人の努力だけでは改善しません。子どもの

苦手さに気づき，子どもを支えていくことが大事
です。まずは何が苦手なのか，一度整理してみま
しょう。
②一人一人の特性に応じた対応が大事になります。
　　発達面に特性のある子どもは，失敗したり，人か

ら叱責されたりすることに過敏に反応してしまう
ことがあります。本人にとって分かりやすい伝え
方，例えば，指示をするときは，一つできたら次の
一つを伝え，一度に二つ以上のことは伝えないな
ど，伝え方を工夫することから始めてみましょう。
③抱え込まずに関係機関などに相談してみましょう。
　　発達には個人差があり，一人一人異なります。

子どもの行動が気になり，不安を感じる場合は，
学校の先生や関係機関に相談して一緒に考えて
もらうとよいでしょう。　

　

①背景にあるものを想像してみましょう。
　　子どもが見せる行動の背景には，体調や気分，家庭環境の変化など，様々

なことが考えられます。中には背景に発達の偏りがあることもあります。ま
ずはその子どもの行動の背景にどんなことがあるか，想像してみましょう。
②先生に相談してみましょう。
　　子ども同士の関係で生じる課題は，子ども同士での解決が難しい場合

や，解決に時間がかかる場合などがあります。こうした時には，学校の先生
に相談してみましょう。
　先生がその子どもとどのように接しているのか知ることも大切です。言
葉のかけ方，課題への取り組ませ方など，先生は様々な工夫をしています。
懇談会や学級だよりなどからも先生の学級づくりやその子どもへの支援
の取組を知ることもできます。
③わが子と確認しましょう。　
　　子ども同士の関係で課題が発生した時は，感情的にならずに，親子で一

緒に具体的な対処方法を考えてみましょう。「興奮しているときにはその
場から離れて，落ち着くまで待って話す」などということが効果的な場合も
あります。特に背景に発達の偏りがありそうなときなどは，その子どもに対
する学校の先生の接し方を参考にすることも役に立ちます。

を発しています。子どもなりの理由や事情を理解
して，自信や意欲を失った状態に陥らないように，
多くの人で支えていきましょう。
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　教育や周囲の大人が適切に対応することで本人の安心が育まれ，
成長につながります。そのために，早い段階で周りが気づいて，子ども
の状態に応じた支援を行うことが求められています。みんなで，認め
て，支えていきましょう。

　「わがまま」「乱暴」「やる気がない」「だらしが
ない」など，「困った子」として見られがちです。
本人の努力ではどうしようもないのに，叱られ
たり，注意されたりすることが重なり，本人は傷
つき，だんだんと自信や意欲を失っていきます。

なんとか
したいけれど…

こうした姿を見せる子どもたちの背景に発達障害がある場合があります。
（こうした姿を見せる子ども全てに発達障害があるということではありません。）

　「育て方やしつけが悪い」と言われ，自
分を責めてしまいがちです。トラブルが
起きるたび，子どもにも強く当たること
が増えてしまいます。
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サインに気づいて みんなで支えましょう。

身近なところに，こんな姿を見せる子どもたちはいませんか？


